
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

春日学区まちづくり推進委員会 委員長 野 本  弘 

  (問合せ先) ０８４－９４７－４４９１（春日交流館） 

事業内容 

（１）学区一斉清掃・・・年 2回（5月・9月） 14自治会 参加者：延べ約 2,800人 

（２）春日教室維持管理・・・12月 18日 教室，敷地内の清掃・除草作業 参加者：16人 除草剤散布(2回) 

（３）防犯啓発事業・・・8月 春日小学校 6年生・培遠中学校 3年生による防犯標語横断幕の作成と掲揚 

（４）学区民文化祭・・・11月 6日 春日小学校 参加者：500人 

（５）公民館拠点事業・・・通年 春日公民館  参加者：約 300人 

（６）コミュニティ育成・・・通年 14自治会 ごみの分別・不法投棄の防止活動 

（７）地域活性化・・・11月 世代間交流事業（竹トンボ作り） 

（８）まちづくりシアター・・・11月 19日 春日小学校  参加者：約 80人 

（９）まちづくりだより発行・・・「春の日だより」7月・10月・1月・3月の 4回発行（全戸配布） 

（10）デジタル化推進・・・通年 ホームページの作成等 

（11）まちづくり推進委員会運営事業・・・通年 春日公民館で会議・専門委員会等 

（12）東部フェスタ（学区連携事業）・・・3月 5日 東部市民センター 

（13）防災避難訓練・・・11月 27日 単位自治会で実施  参加者：約 280人 

（14）春日池公園ｳｫｰｸﾗﾘｰ・・・10月 22日 春日池周辺 参加者：約 140人 ※環境美化活動も同時実施 

（15）とんど祭り・・・1月 8日 春日小学校  参加者：約 120人 

（16）地域・子どもの安全及び防犯活動・・・通年 登下校時に新たに作成した帽子・ベストを着用し見守り

活動を実施。また，学区内の危険個所に安全対策用人形を設置。 

※10月に計画していた学区民運動会は，新型コロナウイルス感染症により中止となった。 

 

成 果 

 春日学区まちづくり計画に基づき，活動方針の「人と人とがふれあいのあるまちづくり」「安心で安全なま

ちづくり」に向けた事業計画が，新型コロナウイルス感染症のため中止となる事業があったが，その中でも工

夫を凝らし，子どもたちの安全と学区民の交流に重点を置いた活動を展開した。 

課 題 

 新型コロナウイルス感染症により３年続けて中止となった事業もあり，コロナが収まっても以前と同じよう

に，事業を実施することが難しくなる可能性がある。よって，これまで継続的に行ってきた事業の中には，見

直しが必要なものもあると考える。 

課題解決にむけて 

 地域全体にまちづくり事業の周知と理解を深めるため，内容を工夫しながら充実した広報活動に取り組む。

また，事業の見直し,組織の再編については引き続き検討していきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇春日学区として初めての『とんど』が

2023年 1月 8日（日）春日小学校で開

催されました。約 1２0人が参加され，笑

顔で新年の挨拶を交わす様子が，あちらこ

ちらで見ることができました。 

各家庭から持ち寄ったしめ縄や，小学生

の書初めなどを飾り付け，火入れをすると

歓声とともに，一気に燃え上がりました。

ぜんざいも振舞われ，新春らしいひととき

を過ごすことができました。 

コロナ禍の中，地域のふれあいを持つこ 

とができ，来年度からも恒例行事 

として実施していく予定です。 

◇地域の自慢でもある春日池公園で，何か行事をしたい！という声から『ウォークラリー』が開催

されました。春日小学校の児童を中心に 31チームが参加し，天候に恵まれたこともあり，時には

汗をかきながらチェックポイントでクイズを解き，ゴミも収集しながらのウォークラリーを楽しみ

ました。 

 子ども達からは「友達と一緒にクイズやゴミ拾いができて楽しかった！」という声が聞かれ，き

れいになった春日池公園で遊ぶ姿も見られました。また，一般，親子の方々からは，「クイズで春

日を知る，いいチャンスでした」という感想もありました。 

チェックポイントでクイズに挑戦 ゴミを拾いながらのウォークラリー 


